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    以上のように、本論文は申請者にしか書けないオリジナリティに溢れており、当初は個人的な関心に
貫かれているかに見える叙述が、行論のなかで普遍的な課題へとつながって、申請者に続く女性芸術家
















































    
 
が、ひとつの普遍的な表現へとたどり着いたといえる。 
    博士審査展に於ける展示では、特にインスタレーションとして、作品の数や作り方のスタイルが複数
あり、更に映像を使用するなど、ひとつの空間に多くを盛り込んだことで、見るものに与える情報が多
すぎるきらいがある。しかしながら、ガラス制作の過程を映像で記録し、編集したものを会場で展示す
る試みは、つくり手が観客に対し歩み寄り、制作のプロセスを共有しようとするものであり、造形素材
に直接働きかけ取り組む工芸のあり方のひとつの試みとして効果的なのかもしれないと感じた。未だに
表現としては、生々しく十分熟したものとなっていないが、それだけに作者の思いの強さと深さを感じ
させる出来になったとも言える。論文の内容と相まって「女性性の可視化」というテーマに沿った女性
ならではの表現としてみることができ、更に作家自身の独創性を充分感じうる力強い表現となったと評
価した。 
 
